
東京都生物多様性地域戦略の改定及びアクションプランの策定について 資 料 １

2022年７月 ８月 11月 12月

パブリックコメント
地域戦略改定・公表
アクションプラン策定・公表
(4月18日）

審議会
中間まとめ報告
（7/25）

計画部会
答申案

（11/24）

審議会答申
（12/26）

12/7〜19 COP15
昆明・モントリオール
生物多様性枠組採択

生物多様性国家戦略
2023-2030
(3/31閣議決定)

４月

都の取組をアクションプラン
として取りまとめ

１ 地域戦略改定の経過

2023年2月

次期国家戦略
パブリックコメント
（1/30-2/28）

庁内各局における生物多様性の保全と回復、持続的な利用に資する取組の進捗管理
➤ 「東京都自然環境保全審議会計画部会」に報告し、有識者等から助言をもらう
➤ 計画部会の助言を庁内推進会議（2023年５月設置）で共有
➤ 取組の見直しや新規施策を翌年度のアクションプランに反映

2030年ネイチャーポジティブに向けた、生物多様性の保全・回復と
持続可能な利用に資する庁内各局の取組と目標を掲載

＜ネイチャーポジティブ実現のイメージ＞＜地域戦略とアクションプランの違い＞
・地域戦略︓2030年に向けた目標と生物多様性に関わるあらゆる主体の取組の方向性を掲載
・アクションプラン︓地域戦略を踏まえた、2030年に向けた都の取組と目標を掲載

地域戦略の構成

第１章 生物多様性とは

第２章 東京の生物多様性の現状
と課題

第３章 東京の将来像

第４章 将来像の実現に向けた
目標と基本戦略

第５章 推進体制・進行管理

アクションプラン
※アクションプランは毎年度更新

２ 東京都生物多様性地域戦略アクションプランとは

国家戦略
を踏まえ

３ アクションプラン策定の目的



アクションプランに位置付ける基本戦略ごとの主な取組

基本戦略Ⅰ
生物多様性の保全と回復を進め、
東京の豊かな自然を後世につなぐ

基本戦略Ⅱ
生物多様性の恵みを持続的に利用し、
自然の機能を都民生活の向上にいかす

基本戦略Ⅲ
生物多様性の価値を認識し、都内だけ
なく地球規模の課題にも対応した行動
に変える

ＤＸを活用した都民参加型
生きもの情報収集蓄積プロジェクト(新規)
・ＤＸを活用した都民参加型の生きもの調査アプ
リにより、野生生物情報の収集及び蓄積を実施

アクションプランに位置付ける主な取組

「自然環境デジタル
ミュージアム」構想に繋
がる情報基盤

デジタル化
プラットフォーム

東京の生物
情報のDX化

保全地域の活動
希少種モニタリング

外来種対策
エコツーリズム

東京の多様な自然を知る参加型プログラム
(新規)
・小学生を主な対象とし、自然と人とのつながり
を感じられる取組を体験する参加型プログラムを
実施

自然環境デジタルミュージアム構想(拡充)
・東京の魅力的な自然について、メタバースの活
用など最新のデジタル技術と融合させて発信する
など都民や企業等の関心と共感、行動につながる
効果的な取組を推進

資源供給、防災減災等の
機能を持つ森林の保全

地域の自然資源を活か
した自然体験活動

生物多様性に配慮した
消費行動の促進

保全活動への参加促進絶滅が危惧されるトウ
キョウサンショウウオ

適切に保全管理された里山



【参考】東京都生物多様性地域戦略アクションプラン＜本文抜粋＞

アクションプラン
の位置付けを記載

行動方針毎に各局の
施策・事業を整理



各施策・事業の概要、
実績及び計画を記載

基本戦略毎に目標と
現状を一覧で記載


